
実績報告書 

    
１  事 業 名  イタリア野菜でガッツリ儲かる農業の推進プロジェト 
 
２ 実施期間   令和７年４月２１日～令和８年３月２３日 
 
３  事業内容 

(１)事業の目的・概要     
輸入品が多く、高単価が期待できるイタリア野菜の産地化のため、昨年度から

引き続き、栽培技術の確立、プロモーション活動や販路拡大等マーケティン
グ活動、さらには生産体制の強化を行う。 

特産品としてブランド化されている矢掛産「リーキ」に続き，各種イタリ
ア野菜の高品質安定生産を目指すとともに、多彩な販路開拓を推し進め、イ
タリア野菜産地としてのブランドを確立する。 

さらには、このプロジェクトが、矢掛町の観光コンテンツの一つとして、
また地域コミュニティ活性化の一助となる等、地域への貢献を目指す。 
 

 (２)事業の流れ・実施事項       
１)栽培技術体系の確立 

  有望と考えられたサンマルツアーノ系統トマトの品種比較、ビステッカナス

の生産性向上対策、ブランド化を目指すフェンネルの高品質生産、カリーノケ

ールの収量向上、ダルディーボ等の新品目開発を目的とした栽培実証を行った。

さらに、夏季の高温対策や品種動向の情報収集のため、種苗会社農場（埼玉県）

への視察調査を実施した。 

① 栽培実証結果、成果 

 

 品 目    実証結果、成果 

イタリアント

マト（サンマ

ルツアーノ系

統） 

昨年、購入者に好評であった「リゼルバ」の種苗入手が不可能となった

ため、２品種を新たに導入し、比較実証を実施。しかし、酷暑の影響

で、８月以降の収量低下が顕著であった。販売先の料理店等からの需要

は多かったものの、経営的に考えると、作型、品種の再検討が必要であ

る。 

イタリアン丸

ナス 

接ぎ木、剪定管理の徹底により、品質・収量とも向上した（昨

年比 140％）。専用出荷箱をつくり、次年度から本格的に市場

出荷を目指す 

フェンネル  昨年は、１月中旬以降の品質低下が顕著で、出荷が安定しな

かった。本年度は、ハウスを活用し、温度管理等の工夫によ

り、厳冬期にも安定した出荷栽培を行うことが出来た。しか

し、２月中旬以降、病害被害が増え、対策が必要である。 

カリーノケー

ル 

本年は、ハウス施設の活用による高品質多収栽培に取り組み、

昨年より２０％以上増収、2 月 10 日までで 210ｋｇ/a の収量を

上げることができた。一方、露地栽培では 1 月以降、寒波の影

響でほとんど収穫はできなかった。販売面では、県内市場で好

調、施設栽培を前提として栽培拡大に努めたい。 

カーボロネロ 露地栽培を進めているが、１～２月の低温により冬季間の収量



は激減、経営的に安定させるには、厳寒期の霜除け対策の検討

が必要である。料理店や試食会等では人気のある葉物野菜であ

るが、市場での販売はなぜか限定的。 

ルーコラ・セ

ルパティカ 

イチゴのプランター栽培施設を活用して栽培。定植後の高温

（９～10 月）により、収穫時期が遅延し年内の収量・品質が低

下した。今後、高温対策が急務となる。 

プレコーチェ 

 

９/17，９/30 の２回、ハウス施設へ定植し栽培、収穫時期はそ

れぞれ１2/２～12/25、1/5～2/6 であった。生育の不揃いが目

立ち、収穫率は 83％とまずまずだが、正品率は 73％と低いう

え、ボリューム的にも 280ｇとやや物足らなかった。ハウス栽

培を前提とした場合、経営的に見て導入は難しい。 

ダルディーボ 

（新品目） 

畑で株養成後、堀上げて水耕軟白処理する珍しい作物で、輸入

品が多い、高級イタリア野菜である。昨年は、初秋の高温によ

り、株養成に失敗し、生産を断念したが、本年は、栽培改善に

より、試験販売まで行うことができた。軟白中の病害発生、作

業の効率化等の課題が残るが、販売先の料理店からは、高評価

を得、次年度の購入希望も受けている。 

カリフローレ 

（新品目） 

定植期（9 月上旬）の高温により、生育遅延し、目標としてい

た 12 月出荷が一部しかできなかった。品種や作型の検討が必

要。直売所での販売は良好であった。 

ハーブ類 ６種類のハーブを栽培し、料理店等へのサンプル提供や販売を

行った。その中でバジルは需要も多く、収量も 550g/㎡とかな

り認められたが、べと病が多発、枯死株も目立った。料理店か

らはタイムやミントもかなり要望があったが、収穫調整の煩雑

さ、鮮度保持の課題が残され、定着には課題が多い。 

     

② 情報収集：トキタ種苗大利根農場（埼玉県）視察調査    11 月 14 日 

・見本となるメーカーの農場を視察することにより、矢掛町のイタリア野菜の作

柄のレベルを確認することができた。メーカーの農場と遜色のない出来の作物

も多く、技術向上の一定の手ごたえもあった。しかし、一部の品目で、生育の

遅れや生育が劣るものもあり、改善の必要性も感じた。 

・夏期の高温を恐れて秋冬野菜の播種期を遅らせる傾向にあるが、今回の調査か

ら、適期に播種し、根張りのよい苗をつくり、適期定植し、確実に活着させる

ことが重要ということがわかった。高温対策として、生物資材の活用など、い

くつか試すべき情報も得ることができた。 

 

２）マーケティング 

 多彩な販路開拓と直販の効率化のため、新たに SNS を活用した受注販売体制

の整備、地元販売強化のため販路開拓、万博イタリア館での PR 活動、岡山市内

での試食会（出張テーブルクロス）、さらには市場やイタリア野菜取扱い業者

へのプロモーション活動等を行った。 



○直販強化 

 SNS（Instagram,Facebook、公式 LINE）の活用を開始、これにより、購入者と

のコミュニケーションがスムーズにとれるようになった。JA から生産情報の提

供と購入者の要望等がリアルタイムで交換でき、効率的な受注管理構築に向け

前進した。現時点で新規に料理店 9 件、一般消費者 30 件の購入者確保ができた。

さらには、プロモーション活動によりイタリア野菜取り扱い業者との取引を始

めることができた 

    ○地元（県内）販売の強化 

・直売所等・・・矢掛町だけでなく、新たに笠岡、総社、玉島の JA 直売所で

販売を開始した。売れる品目は限られている上、価値相応の単価で売れな

いものもある。ポップの工夫や PR 方法を改善する必要がある。 

・交流施設との連携・・・地元交流施設「矢掛町家交流館」と連携し、イタ

リア野菜の販売だけでなく展示やランチへの使用等を通じ、町内外への PR、

需要の掘り起こしを行った。 

・市場・・・岡山市場、倉敷市場へのカリーノケール、カーボロネロの出荷 

を本格化、順調な販売を行うことができた（約２月 10日時点で 300kg、35

万円）。ビステッカナスの県内市場出荷も開始した。 

・10 月オープンした宿泊施設「やかげ一譚」、交流施設「矢掛宿」へのイタ

リア野菜供給、メニュー開発支援等を行った。 

〇プロモーション活動 

 ・大阪中央卸売市場（11 月 15 日）・・・大阪中央青果株式会社蔬菜部および

仲卸業者に対し、当プロジェクトの取り組みを紹介し、フェンネルやリー

キの販売 PR、カリーノケールやカーボロネロ等の販売方法、有望と思われ

る品目等について聞き取り調査を行った。 

 ・3 月 9～10 日、新駐日イタリア大使に、プロジェクトや生産している野菜の

紹介等、PR のため訪問し、引き続き連携してイタリア野菜の PRを行ってい

くことを確認した。 

○PR 活動 

 ・「岡山桃太郎空港エアポートフェスタ 2025」（7/26）・・・夏野菜の販売、

プロジェクトの紹介を行った。 

・「岡山出張テーブルクロス」（12/3）・・・岡山市西川テラスで市場関係

者、料理店等関係者１7 名を集めて開催。矢掛町のイタリア野菜の展示、紹

介。さらには、町産野菜を使った料理の試食会、野菜販売を行った。 

・「新宿高島屋 おかやま矢掛マルシェ」（1/17～18）・・・町産イタリア

野菜の直売、PR、料理教室等を開催。1,000 名以上の方が来場し、試食、野

菜購入、アンケート等を行った。 

・万国博覧会のイタリア館での野菜畑を設置（6/5～12）、さらに、正面エン

トランスで産地紹介など PR に努めた。さらに、大使館に町長とともに訪問、

大使へ PR としてイタリア野菜を献上した。 

 

① 生産体制の強化 



 生産体制の強化と生産拡大を目指し、「イタリア野菜部会」を設立した。ま

た、栽培強化のため講習会や巡回指導を行った。 

・「イタリア野菜部会」の設立･･･６月 25 日設立総会を開催、21 名の会員によ
り活動をスタートした。 

・栽培講習会の実施・・・夏野菜（トマト、ナス）を 4/18、秋冬野菜を 7/31に
開催し、技術指導、実証活動の確認を行った。 

  ・7 月 25 日、取り組みを地域内に PR するため、料理教室（トマトの加工等）を
開催した。 

  ・イタリア野菜に興味を持ってもらうため、カーボロネロ等の苗を 5 小学校に
配布し栽培してもらった。また、食育の取組として１月２１日に川面小学校
で、２年生 16 人とともにイタリア野菜を載せたピンサをつくり、会食を行っ
た。 

  ・「第 2 回矢掛町テーブルクロス」・・・・2/8、JA 矢掛支店で開催。料理人や

流通関係者と町民、生産者とのとの体験型交流イベントとし、イタリア料理

の試食や野菜販売、イタリア野菜畑の展示、収穫体験ツアー等を行い、町内

での認知、生産者の意欲向上、産地 PR を図った。さらに、「栽培講習会」を

開催し、栽培技術だけでなく、事業の取り組みや、栽培状況を紹介し、新規

栽培者掘り起こしにも務めた。（来場者：約 500 人） 

   

 
(３)これまでの成果･効果、今年度事業終了後の成果･効果の見込み 

評価指標 評価方法 目標 実績 

栽培マニュアル

の作成 

作成品目数 ４品目 ３品目 

 

プロモーション ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ箇所数 ４市場、20 店舗 ３市場、12店舗 

イベントの参加 回数 ３回 5回（万博、岡山空港、

岡山出張ﾃｰﾌﾞﾙｸﾛｽ、新

宿高島屋、矢掛町ﾃｰﾌﾞﾙ

ｸﾛｽ） 

生産者の拡大 生産者数 生産者 13 人（うち新

規栽培者 2 名） 

14人（内新規栽

培者 3 名） 

生産者の意識変

容 

生産者への意識変容

についてアンケート 

「栽培意欲が高まっ

た」の回答率：80％ 

意欲が高まった 

71％ 

適切な栽培や販

売 

生産者への聞き取り ｢よく理解できた｣回

答率 90％ 

よく理解できた 

70％ 

有望品目の選定

数 

実証やマーケティン

グによる選定数 

１２品目 ７品目 

販売先の拡大 直販料理店数 25 店舗 21 店舗 

地域ｲﾍﾞﾝﾄへの出

品等による PR 

メディア等での広報

回数 

４回 山陽新聞

6/26，11/17 

朝日新聞 6/7 

中国新聞 1/18 



 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

（４）今後の課題･展開等 

  次年度以降も、引き続き次のとおり取り組みを強化します。財源については、自主財

源含め検討中です。 

① 生産安定、品質向上 

・トンネル栽培の普及・・・主力となる秋冬野菜の生産安定のためには。導入コスト

が比較的安価な背の大型トンネルの導入が有効と考えられ、導入、普及を進めた

いと考えています。  

・高温対策・・・近年の夏から初秋にかけての高温が生育に大きく影響を及ぼしてい

る。その対策として苗生産技術の改善、定植後の遮光等の対策を検討します。 

② ブランド品目の育成 

 ブランド化されているリーキに続き、２品目程度の育成を目指します。候補として、

フェンネル、ダルディーボ等を考えており、大都市市場への出荷を目指します。 

③ プロモーション活動の強化 

料理店や流通業者へのプロモーション活動が重要と考え、強化します。また、実需

者のニーズを調査し、作型や新品目導入など生産に活かしていきます。 

④ 自発的な生産者組織の育成 

自発的、前向きに活動する生産者組織の育成が重要と考えます。このため、生産者

が中心となったイベント開催や販路開拓も計画する必要があると考えます。そして、

新規栽培者の確保を目的とした、実践塾なども検討してまいります。 

 

（５）県民局との連携による効果 

①技術指導、情報収集の強化 

２年間継続した事業採択により、普及指導センターからの技術支援、事業部

農畜産物生産課等から情報提供、事業推進の支援を受け、取り組みを効果的に

行うことが出来た。 

②効率的な事業推進 

県民局農林水産事業部はもちろん事業審査会、中間報告会での審査委員の
方々からの助言、アドバイスにより、随時、客観的な見直しができ、より効
果的な取り組むことが出来た。 

 
 
 



 

４ 参考事項・資料 
   収支精算書見込又は収支（変更）予算書※ 

（収支（変更）予算書※は補助金交付申請書または補助事業変更承認申請書に添付した 

収支（変更）予算書のこと） 
   写真（データでも提出） 
    
 

５ 次年度以後の事業展開 

次年度の事業

展開 

事業展開の方向性 

（以下のチェック欄のいずれかに「✓」を記入してください。） 

 提案団体の自主事業として収益を得て継続・拡大していくことを目指す。 

☐ 備中地域みらいづくり支援事業として事業を継続しつつ、次々年度の自主事

業化へ備える。 

 その他（矢掛町と協力し、振興に努める） 

中期的な目標を実現させるための具体的な事業の内容 

・PR、プロモーションを継続し、販路拡大、ブランド強化を図る。 

・栽培マニュアルの作成と指導強化。 

・生産者の募集と有望品目の生産拡大をすすめる。 

 

                                                       



令和7年度備中地域みらいづくり支援事業
「イタリア野菜でがっつり儲かる推進プロジェクト」
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１　栽培技術体系の確立
(1)夏野菜（イタリアントマト、ナス）

イタリアントマトの栽培

イタリアンナス（ビステッカスペリオール)

ハーブの試作実証

品種比較（ｻﾝﾏﾙﾂｱｰﾉ系統）



(2)秋冬野菜

①フェンネルの長期出荷

②新品目の開発

ルッコラ

水耕栽培で軟白

10日間、暗黒化で軟白処理完成、出荷

高級野菜ダルディーボ



（３）技術情報収集・・・トキタ種苗（埼玉県　　市）　

高温期の育苗に有効？



２　マーケティング

(1)プロモーション・イベント

岡山空港エアポートフェスタ

JAで万博展示用野菜を生産

万博イタリアメインエントランスで、矢掛町イタリア野菜プロ

ジェクトをスクリーンで紹介



出張テーブルクロス（岡山市田町　西川テラス） 12月3日

新宿高島屋 1月17日,18日

デパート内で料理講習会



(2)直販強化

(3)地元での販売強化

SNSの活用

ナス「ビステッカ」の県内市

場出荷

町内農産物直売所でコーナー設置

宅急便で直販

総社市「旬感広場」



３　生産体制の強化
(1)部会活動

6/25 「イタリア野菜部会設立総会」

夏野菜講習会 4/9，7/9

六次化への挑戦
トマトソースづくり



(２)「矢掛町テーブルクロス」の開催 2月8日

野菜畑（野菜展示）

収穫体験














